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＝わたしたちの町　（4月1日現在）＝

　人　口　5,290人（前月比－26）
　　男　　2,516人（－8）
　　女　　2,774人（－18）
　世帯数　1,568世帯（－4）
　面　積　100.40㎢

　
四
月
。
平
成
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
大
人
は
あ
ま
り
環
境
の
変
化
が
な
く
、

期
待
と
不
安
が
薄
れ
て
き
ま
す
が
、
入

学
式
の
取
材
に
い
っ
た
と
き
、
新
入
生

の
は
つ
ら
つ
と
し
た
行
動
に
元
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
合
併
と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
に

溝
口
町
を
再
発
見
し
、
こ
の
広
報
を
通

じ
て
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

フ

おもな内容

平成16年度当初予算

役場機構図

まちのわだい

農業委員会からのお知らせ

肝炎ウィルス検査を受けよう

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ

2・3

4・5

6・7

8

9

10
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・・・・

・・・・

・・

・・・・

・・・・

　
宮
原
に
あ
る
楽
々
福
水
辺
公
園
に
、

桜
約
百
五
十
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
う
平
成
十
五
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　３月１日から、公職選挙法の改正により、介護保険法上
の要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分
が要介護5である者として記載されている方が、新たに郵
便等による不在者投票をすることができるようになりま
した。 郵便等投票証明書の交付申請

選
挙
人

名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

・郵便等をもって送付

・申　請

郵便等投票証明書

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

申
請
書

（
署
名
必
要
）

４月８日、町内の各小学校で入学式

が行われました。

日光小学校では、4名の新

入生があり、先生から新

しい教科書をもらって、6

年間の小学校生活が始ま

りました。

【日時】平成16年5月16日（日）（午前9時～午後3時）
【場所】航空自衛隊美保基地内
【内容】
１）航空自衛隊創立50周年記念
　（写真パネル展、航空機記念塗装）
２）航空機地上展示（Ｃ－１、ＹＳ－１１など）
３）航空機展示飛行
　（Ｔ－４ブルーインパルス、Ｆ－１５など）
４）主要装備備品展示
　（２０ミリ対空機関砲及び携帯ＳＡＭや移動式
警戒レーダー、消防車など）
５）イベント（ファンシードリル、沖縄舞踊エイサー、
映画会、ＳＬ日本海、模擬売店など）
※天候等の理由により、内容が変更される場合が
ありますのでご承知ください。

【その他】
◆駐車場は、ＪＲ大篠津駅付近、飛行場南地区及
び基地北側（無料）を用意する予定となってい
ますが、混雑が予想されますので公共機関等の
ご利用をお勧めします。
◆基地と駐車場（ＪＲ大篠津駅付近、飛行場南地
区のみ）の間を民間シャトルバス（有料）が運行
される予定です。

【問い合わせ先】
航空自衛隊美保基地渉外室広報班
電話０８５９－４５－０２１１
（内線３４４＆２１１）
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依
然
と
し
て
続
く
国
内
経
済
情

勢
の
低
迷
や
雇
用
不
安
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平
成

十
六
年
度
の
当
初
予
算
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
町
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
一
般

会
計
予
算
は
、
三
十
八
億
五
千
百

六
十
七
万
四
千
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
一
億
七
千
六
百

三
十
二
万
六
千
円
減
、
率
に
し
て

四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
が
独
自
に
確
保
で

き
る
町
固
有
財
源
（
町
税
、
分
担

金
、
使
用
料
な
ど
）
と
国
や
県
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
国

県
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、
国

庫
支
出
金
、
町
債
な
ど
）
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　
町
固
有
財
源
は
、
全
体
の
三
十

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
町
税
は
、
国
内

経
済
情
勢
の
低
迷
や
雇
用
不
安
な

ど
を
考
慮
し
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
三
千
二
百
六
十
七
万
一
千

円
減
の
六
億
一
千
百
四
十
六
万
二

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
次
に
、
国
県
依
存
財
源
の
う
ち

地
方
交
付
税
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
十
六
億
三

百
四
十
八
万
八
千
円
と
全
体
の
四

十
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
一
般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
も

の
で
は
、
公
債
費
が
、
八
億
七
千

四
百
四
十
二
万
三
千
円
と
全
体
の

二
十
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
公
債
費
は
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
事
業
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
金
で

す
。

　
次
に
、
総
務
費
の
六
億
六
千
二

百
三
十
五
万
円
で
全
体
の
十
七
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
率
三
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
た
溝
口
町
で
、
保
健
・
福

祉
施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
民

生
費
の
五
億
九
千
七
百
九
十
四
万

五
千
円
が
全
体
の
十
五
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
予
算
総
額
は
、
七
十
億
九
千

五
百
八
十
八
万
一
千
円
で
前
年
度

当
初
予
算
総
額
八
十
三
億
四
百
二

十
五
万
九
千
円
に
比
べ
て
十
二
億

八
百
三
十
七
万
八
千
円
と
十
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

31.4
　％

41.6％

諸収入 3.4％
財産収入 0.9％
分担金及び負担金 0.8％
繰越金 0.8％
使用料及び手数料 0.4％
　国有提供施設等所在市町村交付金 0.0％
　寄付金 0.0％
　交通安全対策特別交付金 0.0％
　配当所得割交付金 0.0％
　株式等譲渡所得割交付金0.0％
利子割交付金 0.1％
ゴルフ場利用税 0.4％
地方特例交付金 0.4％
自動車取得税交付金 0.4％
地方消費税交付金 1.3％
地方譲与税 1.3％
国庫支出金 4.7％

町税
　15.9％

繰入金
9.3％

県支出金
7.1％

町　債
11.2％

68.6％

公債費
　　22.7％

総務費
17.2％

民生費
15.5％

土木費
　12.9％

農林　　
水産業費

9.5％

衛生費
　8.1％

教育費
　6.9％

消防費　2.5％
商工費　2.2％
議会費　2.0％ 予備費　0.4％

災害復旧費　0.1％

会計別の当初予算額表 （単位：干円）

会　　　計　　　名 平成16年度 平成15年度 比　　　較

一　　般　　会　　計

特

別

会

計

国民健康保険特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

索 道 事 業 会 計

下 水 道 特 別 会 計

有線テレビ放送特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

合　　　　　計

3,851,674

475,596

428,732

10,468

971,251

90,274

500,131

223,808

543,947

7,095,881

4028,000

445,599

297,968

11,230

959,907

115,191

914,729

1,005,226

526,409

8,304,259

△176,326

29,997

130,764

△762

11,344

△24,917

△414,598

△781,418

17,538

△1,208,378

【
一
般
会
計
】
町
が
行
う
基
本
的
な
施
策
を
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
う
予
算

【
特
別
会
計
】
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
う
た
め
の
予
算

【
歳
入
】
町
に
入
っ
て
く
る
お
金

【
歳
出
】
町
か
ら
支
払
わ
れ
る
お
金

【
町
国
有
財
源
】
町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
財
源

【
国
県
依
存
財
源
】
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
有
財
源
以
外
の
財
源

【
地
方
交
付
税
】
国
税
の
う
ち
、所
得
税
、法
人
税
、消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
税
な
ど
か
ら
一
定
の
割
合
の
額

が
、　
　
　
　
　
　
　
　

一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

【
町
債
】
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金

【
町
税
】
町
民
の
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
や

　
　
　
　
　
法
人
町
民
税
等

【
繰
入
金
】
各
種
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入

　
　
　
　
　
　
れ
た
お
金

【
国
庫
支
出
金
】
事
業
を
行
う
た
め
の
国
か
ら
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
金
等

【
県
支
出
金
】
事
業
を
行
う
た
め
の
県
か
ら
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
金
等

【
公
債
費
】
町
債
（
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た

　
　
　
　
　
　
お
金
）
の
返
済
す
る
お
金

【
農
林
水
産
業
費
】
農
業
の
振
興
事
業
等
を
行
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
の
お
金

【
民
生
費
】
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
定
水
準
の
生
活
と
安

　
　
　
　
　
　
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要

　
　
　
　
　
　
な
お
金

【
総
務
費
】
全
般
的
な
管
理
事
務
に
必
要
な
お
金

【
土
木
費
】
土
木
共
通
事
務
等
に
必
要
な
お
金
で
、
主

　
　
　
　
　
　
に
維
持
・
改
良
的
な
も
の

【
衛
生
費
】
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
し
て
衛
生
的
な

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
お
金

【
消
防
費
】
消
防
活
動
等
に
必
要
な
お
金

【
議
会
費
】
議
会
の
活
動
に
必
要
な
お
金

【
商
工
費
】
商
工
振
興
、
観
光
等
に
必
要
な
お
金

【
教
育
費
】
学
校
教
育
、
社
会
教
育
等
に
必
要
な
お
金

町

地
方

交
付

税

国

県

依

存

財

固 有
財
源

源
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町　 長
住田圭成

助　 役
圓山和紀

教育長
木村寛司

行
　
政
　
係
〔
庶
務
・
人
事
・
選
挙
・
消
防
・
防
災
〕

財
　
政
　
係
〔
予
算
・
財
政
〕

合
併
推
進
係
〔
合
併
〕

企
　
画
　
係
〔
総
合
計
画
・
交
通
安
全
・
統
計
・
国
際
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〕

商
工
観
光
係
〔
商
工
・
観
光
・
索
道
・
お
に
っ
子
ラ
ン
ド
・
鬼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〕

政
策
推
進
室
〔
行
政
改
革
・
施
策
の
調
整
〕

情
　
報
　
係
〔
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
通
信
〕

有
線
放
送
係
〔
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
〕

文
化
振
興
室
〔
鬼
の
館
・
イ
ベ
ン
ト
〕

総
合
案
内
係
〔
窓
口
案
内
・
相
談
〕

住
　
民
　
係
〔
戸
籍
・
住
民
登
録
・
国
民
年
金
〕

税
　
務
　
係
〔
諸
税
賦
課
・
徴
収
・
固
定
資
産
評
価
〕

社
会
福
祉
係
〔
福
祉
〕

児
童
福
祉
係
〔
保
育
所
〕

保
　
健
　
係
〔
保
健
・
衛
生
〕

国
　
保
　
係
〔
国
民
健
康
保
険
〕

介
護
保
険
係
〔
介
護
保
険
・
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
〕

人
権
政
策
室
〔
同
和
対
策
・
男
女
共
同
参
画
・
文
化
セ
ン
タ
ー
〕

水
　
道
　
係
〔
水
道
〕

下
水
道
係
〔
公
共
下
水
道
〕

環
境
保
全
係
〔
塵
芥
処
理
・
し
尿
〕

産
業
振
興
係
〔
農
業
振
興
・
畜
産
〕

林
　
業
　
係
〔
林
業
振
興
〕

地
域
整
備
係
〔
農
村
総
合
整
備
・
土
地
改
良
・
集
落
排
水
・
災
害
復
旧
（
農
地
・
農
用
施
設
）〕

地
籍
調
査
係
〔
地
籍
調
査
〕

土
　
木
　
係
〔
道
路
・
河
川
・
災
害
復
旧
（
土
木
）
〕

管
　
理
　
係
〔
住
宅
〕

総
　
務
　
課

企
　
画
　
課

情
　
報
　
課
　

住
　
民
　
課

福
祉
保
健
課

生
活
環
境
課

産
　
業
　
課

教
育
委
員
会
事
務
局

出
　
先
　
機
　
関

農
業
委
員
会
事
務
局

議

会

事

務

局

土
　
木
　
課

出
　
納
　
室

課
長
　
森
田
　
俊
朗

課
長
　
杉
原
　
良
仁

課
長
　
井
上
祥
一
郎

課
長
　
影
山
　
辰
雄

課
長
　
永
見
　
文
夫

課
長
　
足
澤
　
秀
基

課
長
　
梅
原
　
久
義

課
長
　
白
根
　
弘
道

室
長
　
小
林
　
寿
子

事
務
局
長
　
阿
部
　
　
泰

次
長
　
相
見
　
　
厚

事
務
局
長
　
森
田
　
征
孝

・
図
　
　
書
　
　
館
（
溝
口
）

・
中

央

公

民

館
（
溝
口
）

・
二

部

公

民

館
（
二
部
）

・
日

光

公

民

館
（
大
滝
）

・
町

民

体

育

館
（
長
山
）

・
武
　
　
道
　
　
館
（
長
山
）

・
青

年

の

家
（
溝
口
）

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
溝
口
）

・
溝

口

保

育

所
（
溝
口
）

・
二

部

保

育

所
（
二
部
）

・
日

光

保

育

所
（
大
滝
）

・
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三
部
）

・
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
「
き
ず
み
」
（
溝
口
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）（
二
部
）

・
遊
　
　
学
　
　
館
（
溝
口
）

・
鬼
　
　
の
　
　
館
（
宇
代
）

・
鬼
　
　
の
　
　
像
（
鬼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
（
宇
代
）

・
お
に
っ
子
ラ
ン
ド
（
宇
代
）

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ス
タ
ジ
オ
）（
宇
代
）

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
溝
口
）

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
福
島
）

・
桝
水
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
桝
水
）

・
桝
水
高
原
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
（
桝
水
）〔
ス
キ
ー
、
観
光
索
道
〕

　
館
長
　
圓
山
湧
一

　
館
長
　
伊
澤
成
仁

　
館
長
　
本
庄
　
優

〔
乳
幼
児
保
育
〕

〔
幼
児
保
育
〕

〔
幼
児
保
育
〕

〔
同
和
問
題
全
般
〕

〔
可
燃
物
処
理
場
〕

六
三
ー
〇
〇
七
〇

六
二
ー
〇
七
一
一

六
二
ー
七
一
五
九

六
三
ー
〇
三
〇
六

六
二
ー
一
四
八
九

六
二
ー
〇
三
〇
三

六
二
ー
一
三
八
六

六
二
ー
〇
四
七
六

六
二
ー
一
三
一
七

六
二
ー
七
一
七
九

六
三
ー
〇
〇
五
五

六
二
ー
七
〇
七
八

三
九
ー
九
一
一
七

六
三
ー
〇
四
九
五

三
九
ー
九
〇
〇
〇

六
三
ー
〇
九
八
七

六
二
ー
〇
二
〇
二

六
二
ー
〇
二
三
四

六
三
ー
〇
九
九
一

六
三
ー
〇
六
六
六

六
二
ー
一
七
四
七

五
二
ー
二
四
二
〇

五
二
ー
二
二
三
五

六
二
ー
〇
七
一
一

〔
議
事
、
委
員
会
〕

〔
学
校
教
育
、
社
会
教
育
〕

〔
会
計
〕

〔
農
地
転
用
、
権
利
移
動
〕

六
二
ー
〇
七
一
一

　
介
護
保
険
に
関

〔
　
　
　
　
　
　
〕

　
す
る
相
談
窓
口

所
長
　
小
山
　
律
子

所
長
　
門
脇
由
美
子

所
長
　
兵
江
　
律
子

館
長
　
米
原
　
清
治
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平
成
十
五
年
十
月
か
ら
改
修
工
事
を
行

っ
て
い
た
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
児
童
館
が

完
成
し
、
三
月
十
九
日
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
改
修
工
事
で
は
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
積
極
的
に
事
業
に
参
加
し
て
も
ら

お
う
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
利
用

室
な
ど
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
に
密

着
し
た
福
祉
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�

　３月２０日から２２日までの３日間、溝口

町中央公民館で、公民館まつりが開催されま

した。

　「活力とうるおいのある町づくりをめざして、

ふれあいと学習の輪をひろげよう」をテーマに、

陶芸や折り紙などの作品展示やそば打ち体験、

ＪＡ女性会によるバザーが行われました。

　来場者は、興味深く作品を見入っていました。

　３月６日、７日と日光公民館まつりが開催

されました。

　今回は「出会いと集いふるさと再発見」を

テーマに絵画などの作品展示や木工教室、カ

ラオケ大会などが行われました。

　また、演芸の部として県無形文化財に認定

されている江府町の下蚊屋荒神神楽が行われ、

来場者は普段みたことのない神楽に感心しな

がら見入っていました。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　新日本海新聞社と販売店、溝口町の共催による
第五回日本海新聞スポーツ大賞授賞式が３月４日
町長室で行われました。
　この賞は、昨年１年間に優秀な成績を収めた個
人や団体、指導者を毎年表彰しているものです。
今回の最優秀賞は、溝口町体協剣道部長として、
青少年の指導育成に努めている安達享さん、奨励
賞は、昨年の中国高校ボート選手権シングルスカ
ルでベスト８に入った住田和美さん、ダブルスカ
ルで優勝した長谷川 遥さん、住田知美さんペアが
受賞されました。
　安達さんは「これからも力いっぱい青少年健全
育成のために寄与していきたい。」と話していま
した。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
溝
口
町
商
工
会
主
催
の
「
春

の
彼
岸
市
」
が
、
三
月
二
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
商
工
セ
ン
タ
ー
前
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
が

設
置
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
お
に
っ
子
太
鼓
、
岸
本

町
の
風
神
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伯
耆
溝
口
駅
前
か
ら
役
場
前
に
か
け
て
、
苗

木
や
農
具
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
露
天
商
が
所
せ
ま
し
と

並
び
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
六
日
、
鬼
の
館
ホ
ー
ル
で
高
齢
者
教
室
合

同
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
各
地
区
に
あ
る
高
齢
者
教
室
の
貴
寿
美

学
園
、
多
々
楽
学
園
、
日
光
学
園
で
練
習
し
た
琴
や
銭

太
鼓
、
踊
り
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
数
の
学
園
生
が
集
ま
り
、
す
ば
ら
し
い

演
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲左から住田友美さん、住田和美さん、長谷川遥さん、
　安達享さん

▲大勢の人でにぎわう彼岸市

▲荒神神楽の舞

▲１つ１つの作品をじっくり見て回る来場者

▲

改
修
さ
れ
た
文
化
セ
ン
タ
ー

▲

練
習
の
成
果
を
披
露
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農業委員による農地パトロールの結果、農地の無断転用が見られました。

農地の転用の際には、決められた手続きをお願いします。

　
農
地
を
住
宅
・
資
材
置
場
・
店

舗
・
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途

に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　　
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
知
事
が
工
事
等
を
中
止
さ
せ
、

も
と
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る
事
が

で
き
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

※
一
時
的
な
転
用
に
も
許
可
が
必

要
で
す
。

　
対
象
の
土
地
が
農
地
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
現
況
で
判
断
さ
れ
ま

す
。

〜
お
知
ら
せ
〜

　
農
業
委
員
会
の
総
会
は
、
毎
月

十
日
前
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
移
動
な
ど
、
農
業
委
員

会
の
許
可
を
要
す
る
申
請
書
は
、

会
議
に
諮
る
前
に
審
査
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
許
可
を
受
け

た
い
月
の
前
月
二
十
五
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る

時
、
地
元
の
農
業
委
員
に
も
必
ず

連
絡
し
、
説
明
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
春
季
農
作
業
労
働
標
準

賃
金
と
標
準
小
作
料
が
下
記
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
条
件
・
場
所
の
悪
い
場
合
は
、

相
互
間
の
話
し
合
い
で
決
定
し
て

農地転用申請者

農業委員会事務局

農業委員会総会（翌月10日頃）

鳥取県

許可指令書発行

許可申請書（締切25日）

書類審査・現地調査

進達

書類審査・現地調査等
県農業委員会開催（28日予定）
県知事へ諮問・補足審査

6,900円

6,900円

7,100円

6,100円

7,200円

6,600円

5,000円

4,500円

5,600円

5,100円

8,200円

7,200円

実働8時間賄いなし

10a当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり　普通乾田

不整形

整　形

不整形

整　形

不整形

整　形

不整形

整　形

不整形

整　形

作　　業　　名 賃　金 備　　　考

機 械 植

荒 代

植 代

荒代・植代同

一 般 労 務（ 男 ）

一 般 労 務（ 女 ）

荒 起

農地の区分 備　　　考標準小作料

作物：水稲

収量：510kg（10a当たり）

作物：水稲

収量：490kg（10a当たり）

作物：水稲

収量：450kg（10a当たり）

平　地

中　間

山　間

田

畑

12,000円

10,000円

8,000円

上

下

8,000円

6,000円

作物：大根

収量：3,000kg

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
病
状
が
進
行
・
悪
化
し
て
初
め
て
わ
か
る
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
。
そ
の
た
め
感
染

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
持
続
感
染
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
と
な
っ
て
い
る
人
が
、
全
国
で
膨
大
な
数
に
の

ぼ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
何
よ
り
も
肝
心
で
す
。
自
分
は

大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
積
極
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
肝
心
で
す

■関連ホームページ　厚生労働省「C型肝炎について（一般的なQ&A）http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/hepatitis‐c/index.html
　　　　　　　　　　厚生労働省「血液事業の情報ページ（ウイルス肝炎対策）」
　　　　　　　　　　http://www.mhlw.go.jp/new‐info/kobetu/iyaku/kenketsugo/7m.html#2

　
日
本
で
も
っ
と
も
多
い
肝
臓
の
病
気
、

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
を
引
き
起
こ
す
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
、

Ａ
型
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
・
Ｅ
型
な
ど
の
種
類

が
あ
り
、
主
に
問
題
に
な
る
の
は
Ｂ
型
と

Ｃ
型
に
よ
る
も
の
で
す
。
肝
臓
は
「
沈
黙

の
臓
器
」
と
も
言
わ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
、
重
症
化
す
る
ま
で
は
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
も
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
に

移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
早
期
に
感
染
を
発
見
し
、
適
切
な
処

置
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続

感
染
し
て
い
る
人
は
、
二
百
万
人
以
上
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
者

の
発
見
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
ど
ち
ら
も
、

年
間
わ
ず
か
約
三
万
人
。
早
期
に
感
染
を

発
見
し
、
治
療
を
開
始
す
る
に
は
、
積
極

的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
主

に
血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
感
染
の
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
�
平
成
四
年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た
人

　
�
長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
�
輸
入
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を

　
　
投
与
さ
れ
た
人

　
�
�
と
同
等
の
リ
ス
ク
を
有
す
る
非
加

　
　
熱
凝
固
因
子
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
人

　
�
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
（
フ
ィ
ブ
リ

　
　
ノ
ゲ
ン
糊
と
し
て
の
使
用
を
含
む
）

　
　
を
投
与
さ
れ
た
人

　
�
大
き
な
手
術
を
受
け
た
人

　
�
臓
器
移
植
を
受
け
た
人

　
�
薬
物
乱
用
者
、入
れ
墨
を
し
て
い
る

人　
�
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る
人

　
�
過
去
に
健
康
診
断
な
ど
で
肝
機
能
検

　
　
査
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
、そ
の
後
肝
炎

　
　
の
検
査
を
実
施
し
て
い
な
い
人
な
ど

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
保
健
所
や
各

医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
国
は
、
老
人
保
健
事
業
の
健
康
診

査
や
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
生
活
習
慣
病

予
防
検
診
な
ど
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

を
導
入
し
、
検
査
体
制
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
輸
血
用
血
液
製
剤
の
安
全
性
を

守
る
た
め
に
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

目
的
と
し
た
献
血
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
普

通
の
日
常
生
活
の
中
で
感
染
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
特

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
早
め
の
検
査
を
！

検
査
目
的
の
献
血
は
絶
対
に
し
な
い
！

主
な
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

Ａ型肝炎

Ｂ型肝炎

Ｃ型肝炎

ウイルスに汚染され
た食物や水の摂取、
感染者の糞便などか
ら感染（経口感染）

感染者の血液や精液
から感染（医療事
故、性交渉、母子感
染など）

感染者の血液から感
染するが、感染力は
弱い（性交渉による
感染、母子感染はまれ）

38度以上の急な発熱。全身の倦怠
感、食欲不振、嘔吐、黄疸。
※約1～2ヶ月で治癒し、慢性化す
ることはほどんどない。

全身の倦怠感、食欲不振、嘔吐、黄疸。
ウイルスキャリアのうち10％前後が
慢性肝炎、肝硬変、肝がんに悪化。
※キャリアの90％は発病せずに一生を終える。

全身の倦怠感、食欲不振、嘔吐、黄疸。感
染すると成人でも慢性化する場合が多い。
※治癒の効果が得られない場合、数年
後に肝がんに移行することがある。

感染経路 主な症状
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溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

や
う
や
く
に
花
開
き
た
る
福
寿
草
一
晩
の
雪
に
す
っ

ぽ
り
う
ず
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
律
子

三
月
に
入
り
て
積
り
し
雪
あ
り
て
虫
は
夢
見
む
今
日

は
啓
蟄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
賀
ミ
ツ
ヱ

春
の
町
に
雪
こ
ぼ
し
つ
つ
バ
ス
の
着
く
添
谷
あ
た
り

未
だ
吹
雪
く
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

真
夜
覚
め
て
寝
れ
ず
に
を
れ
ば
恋
猫
の
し
き
り
に
鳴

き
て
軒
下
巡
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

風
邪
に
臥
す
ひ
と
日
ひ
と
日
の
長
か
り
き
味
覚
臭
覚

お
ぼ
ろ
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
恭
子

印
度
人
女
性
の
美
貌
独
特
の
容
姿
に
ひ
か
れ
立
ち
つ

く
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

ふ
き
の
と
う
探
し
畔
道
歩
む
わ
れ
軽
き
髪
吹
き
あ
そ

ぶ
春
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

送
答
歌
歌
ふ
頃
に
は
啜
り
泣
く
十
五
歳
の
生
徒
等
肩

ふ
る
は
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

確
実
に
近
ず
く
春
を
掴
み
を
り
杏
の
花
芽
赤
く
膨
ら

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

三
歳
児
九
十
二
歳
の
媼
ま
で
集
ひ
な
ご
み
ぬ
閏
講
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

南
天
を
荒
く
ゆ
ら
し
て
ひ
よ
ど
り
は
首
を
上
下
に
振

り
て
つ
い
ば
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
東
公
子

久
留
米
絣
の
羽
織
着
物
を
身
に
つ
け
て
兀
兀
会
に
ゆ

き
し
日
遠
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

岸
本
と
合
併
な
れ
ば
消
ゆ
る
か
も
溝
口
町
溝
口
父
へ

の
便
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

こ
の
朝
庭
苔
の
上
に
き
ら
め
け
り
福
寿
草
の
花
三
つ

ば
か
り
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
立
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

多
種
多
様
地
産
地
消
の
漬
物
屋
　
　
　
藤
山
　
弘
子

漬
物
が
上
手
近
所
で
名
を
知
ら
れ
　
　
小
西
　
鈴
枝

ま
ろ
や
か
に
家
風
守
っ
て
梅
漬
け
る
　
住
田
久
美
枝

お
ふ
く
ろ
の
味
漬
物
に
極
ま
れ
り
　
　
毎
田
　
信
翁

漬
物
の
秘
伝
こ
っ
そ
り
知
ら
さ
れ
る
　
中
西
智
恵
子

漬
物
石
ね
ん
ね
ん
重
く
身
に
応
え
　
　
奥
田
　
豊
枝

塩
加
減
ひ
と
つ
漬
物
引
き
立
て
る
　
　
白
川
　
久
子

漬
物
の
味
に
こ
だ
わ
る
人
と
住
む
　
　
橋
谷
　
静
江

漬
物
が
美
味
く
て
茶
漬
け
止
め
ら
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
正
光

シ
ン
プ
ル
に
汁
と
漬
物
温
い
飯
　
　
　
小
飼
　
和
代

千
枚
漬
小
銭
で
買
え
ぬ
京
土
産
　
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

読
み
あ
ぐ
む
古
文
書
一
行
春
浅
し
　
　
足
羽
喜
代
子

菜
の
花
や
河
は
黄
金
の
中
下
る
　
　
　
下
村
　
道
也

蕗
の
薹
は
や
四
五
本
は
呆
け
ゐ
し
　
　
光
木
　
正
之

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

ふ
き
　
　
　
と
う

を
う
な

う
る
う

つ
か

ふ
く

す
す

ほ
お

こ
が
　
ね

び

ぼ
う

ふ

け
い
ち
つ

国保データ
（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

828人

348人

884人

6人増

3人増

5人減

増　減

★１月末被保険者の状況

★１月分の一人当たり診療費

世帯数　991世帯
被保険者数　2,056人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
17％

一般被保険者
40％

老人医療受給者
43％

ハローワーク根雨求人情報［4月分］

4月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

17,514

溝口町荘字

清水田55
136,000

730（時給）

860
〜

128,480

168,960
〜

170,000

280,000
〜

150,000

180,000
〜

日本電産（株）

鳥取技術開発センタ

溝口町長山

152-1
医療法人萌生会

（有）山久ハンズ

（有）山久ハンズ

22

50
〜

18

40
〜

18

60
〜

18

50
〜

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

38,608

不
問

150,000

280,000
〜

溝口町長山

152-1

正、准看護師

准看護師医療法人萌生会
不
問

溝口町長山

161-1

溝口町溝口

162-4

溝口町溝口

162-4

栄養士

調理助手

調理助手

製造

（臨時）

社会福祉法人

萌 生 会

詩
集「
部
落
」―
五
本
目
の
指
を
―
よ
り

ふ
る
さ
と

”
ふ
る
さ
と
を
か
く
す
“
こ
と
を

父
は

け
も
の
の
よ
う
な
鋭
さ
で
覚
え
た

　
　
ふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ

　
　
縊
死
し
た
友
が
い
た

　
　
ふ
る
さ
と
を
告
白
し

　
　
許
婚
者
に
去
ら
れ
た
友
が
い
た

吾
子
よ

お
前
に
は

胸
は
っ
て
ふ
る
さ
と
を
名
の
ら
せ
た
い

瞳
を
あ
げ
　
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く

「
こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
」

と
名
の
ら
せ
た
い

17,975

　

8:25～17:30

10:00～14:00

7:30～16:30

8:30～17:30

10:00～19:30

12:00～19:30

申請した月の前月分から年度末（3月末）までの保険料の納付が猶予されます。

申請手続きに必要なもの申請ができる人は

㈰学生証（コピー可）または在学証明証

㈪年金手帳

㈫印かん

　（本人が署名する場合は、押印は不要です）

㈬会社等を退職されて学生となられた方は

　・雇用保険被保険者離職票（コピー可）

　・雇用保険受給資格者証（コピー可）

　　等もあわせて添付してください。

20歳以上の学生で、前年所得が68万円（給
与収入が133万円）以下の方です。

平成15年4月1日以降に会社等を退職し
て学生となられた方は、前述の所得を超
えていても退職を考慮した審査が受け
られます。

※夜間、定時制課程や通信制の学生の
　方も含まれます。
（注）各種学校その他の教育施設につ
　　　いては個別に定められています。

1

22

申請手続きは、お住まいの市区町村の国民年金担当係で。
在学期間中、毎年申請手続きが
必要です。

　学生の方で収入がなく、国民年金保険料の納付が困難なときは、
市区町村の国民年金担当窓口に申請し社会保険事務所で前年所
得などを審査し、承認を受けると、承認された期間の保険料
は納付が猶予されます。

　学生納付特例の承認期間中に、万一の事故
や病気などで障害が残ったときでも、一定の
要件を満たしていれば「障害基礎年金」が受
けられます。

　学生納付特例の承認を受けた期間は老齢基
礎年金を受けるための期間に算入されますが、
年金額の計算には入りません。

　学生納付特例期間の保険料は、
10年以内であればさかのぼって納
められます（追納といいます）。
将来受け取る老齢基礎年金の受給
額に算入されます。

※3年目以降、追納する場合は当時の保険
　料に加算金がつき高くなります。少し
　でも早く追納することをおすすめします。

学生納付特例制度とは

学生納付特例の承認を受けた期間は

い

し

わ
が

い
い
な
ず
け

こ
つ
こ
つ
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＝わたしたちの町　（4月1日現在）＝

　人　口　5,290人（前月比－26）
　　男　　2,516人（－8）
　　女　　2,774人（－18）
　世帯数　1,568世帯（－4）
　面　積　100.40㎢

　
四
月
。
平
成
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
大
人
は
あ
ま
り
環
境
の
変
化
が
な
く
、

期
待
と
不
安
が
薄
れ
て
き
ま
す
が
、
入

学
式
の
取
材
に
い
っ
た
と
き
、
新
入
生

の
は
つ
ら
つ
と
し
た
行
動
に
元
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
合
併
と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
に

溝
口
町
を
再
発
見
し
、
こ
の
広
報
を
通

じ
て
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

フ

おもな内容

平成16年度当初予算

役場機構図

まちのわだい

農業委員会からのお知らせ

肝炎ウィルス検査を受けよう

国民年金・じんけんの詩

溝口文芸・国保データ

2・3

4・5

6・7

8

9

10

11

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・

・・・・

・・・・

　
宮
原
に
あ
る
楽
々
福
水
辺
公
園
に
、

桜
約
百
五
十
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
う
平
成
十
五
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　３月１日から、公職選挙法の改正により、介護保険法上
の要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が
要介護5である者として記載されている方が、新たに郵便
等による不在者投票をすることができるようになりました。

郵便等投票証明書の交付申請

選
挙
人

名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会

・郵便等をもって送付

・申　請

郵便等投票証明書

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

申
請
書

（
署
名
必
要
）

４月８日、町内の各小学校で入学式

が行われました。

日光小学校では、4名の新

入生があり、先生から新

しい教科書をもらって、6

年間の小学校生活が始ま

りました。

【日時】平成16年5月16日（日）（午前9時～午後3時）
【場所】航空自衛隊美保基地内
【内容】
１）航空自衛隊創立50周年記念
　（写真パネル展、航空機記念塗装）
２）航空機地上展示（Ｃ－１、ＹＳ－１１など）
３）航空機展示飛行
　（Ｔ－４ブルーインパルス、Ｆ－１５など）
４）主要装備備品展示
　（２０ミリ対空機関砲及び携帯ＳＡＭや移動式
警戒レーダー、消防車など）
５）イベント（ファンシードリル、沖縄舞踊エイサー、
映画会、ＳＬ日本海、模擬売店など）
※天候等の理由により、内容が変更される場合が
ありますのでご承知ください。

【その他】
◆駐車場は、ＪＲ大篠津駅付近、飛行場南地区及
び基地北側（無料）を用意する予定となってい
ますが、混雑が予想されますので公共機関等の
ご利用をお勧めします。
◆基地と駐車場（ＪＲ大篠津駅付近、飛行場南地
区のみ）の間を民間シャトルバス（有料）が運行
される予定です。

【問い合わせ先】
航空自衛隊美保基地渉外室広報班
電話０８５９－４５－０２１１
（内線３４４＆２１１）


